
２－１８ 中学年算数科におけるガイド学習の例 

１ はじめに 

  複式学級では、児童自身の手で学習を進められる指導の工夫が必要である。そこで、中学年

算数科におけるガイド学習（児童の代表が、教師の立てた進行計画に沿って学習を進める形態）

の例として、第３学年「たし算とひき算の筆算」第４学年「式と計算の順じょ」を紹介する。

また、児童が楽しみながら学習できる工夫について、「愛媛学びの森学習支援サイト」の活用例

も紹介する。 

２ 実践例 

  下のようなタイムテーブルを作成し、一人一枚ずつの小さいものや黒板提示用の大きいもの

など学級の実態に合わせて印刷する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年生用 

話合い方の例 

１ 発表は当番の次の出席番号の児童から 

２ ノートをOHCで提示 

３ 発表者は、話を時々区切り、よいかどうか確認 

４ 発表が終わったら、同じ考えの人は誰か聞き、

その人のノートを OHC で写して間違いないかどう

かみんなで確認 

５ 考えが違う人の中で、次の出席番号の人が発表 

６ ２～５を繰り返し 

 

 

３年生用 

愛媛学びの森学習

支援サイト「学習プリ

ント（算数・数学）」

考えてみましょうか

ら「ふしぎな 3087」

をヒントに右のワー

クシートを作成 

資料１ ワークシート 

時刻を表している。学級の

実態に応じ、タイマーを使用

するなら経過時間や残り時

間を記入 


